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(ROH）Eniry(燗i鴎） ReactionTime(mIn） Product(A）Ｒ YieId(％)ｏｆProduct Recovery（％） TotalYield（％）
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一方、上述の最適条件をⅣb-methoxycarbonyltryptamine(9)に適用して反応を行った場合
には、主としてタールが生成し、目的の３a-alkoxy-hexahydropyrrolo[2,3-6]indole誘導体を
収率良く得る事はできなかった。即ち、本反応においても１位がN-OMeであるか，ＮＨ
であるかで，反応性が劇的に変化することがわかった。
以上、３a-alkoxy-12,3,3a,8,8a-hexahydropylTolo[2,3-6]indole誘導体群を独自の知的財産且
つ標的化合物とする、「第三の理想合成法」の確立に一歩前進できた。
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学位論文審査結果の要旨
申請者は、１－hydroxyindoleの化学を展開し、下記の諸成果を得ている。
１．工業原料のtIyptammeからmelatoninを経由して、骨芽細胞の働きを促進すると同時に破骨細胞を抑
制する骨粗髭症治療薬のリードとして期待されている、ＳＳＨＢＭ化合物群の創造に成功し、染井の定義
する第二例目の「ほぼ理想的な合成法」を完成した。
２．１－MethoXyJVb-methoWcarbonyltlyptamme（A）等のハロゲン化に対する反応性を詳細に検討し、
indole骨格１位に酸素官能基を導入すると、７位の反応性が高まること、alcohol溶媒中NCS等と反応
すると、3a-alkoXypyrrolo[2,3ｂ]indole体が得られること､溶媒をCH3CNに変えれば､3a-halogeno体(B）
が得られること、ＢをＨ２０存在下ＡｇＣＮと反応させると､３ahydroW体が得られること等、多くの有
用な新知見を見出した。
３．第２項で得られた基礎知見に基づき、Ａをalcohol溶媒中、morpholine存在下、１０倍モルの沃素
と室温下で攪拝するだけという、創薬のリードとして期待される新規な３a-alkoW-1,2,3,3a,8,8a‐
hexahydropyrrolo[2,3ｂ]indole誘導体群を合成できる、実用的な一般合成法の創造に成功した。
以上、本論文は、indole化学における独創的な領域を開拓し､indole化学の進展に寄与するところ大であ
る。論文審査委員会は、口頭発表の結果をも踏まえて､本論文が博士論文に相応しい内容を持つと判定した。
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